
Ｒ８年１月 新宿山の手七福神巡り 

１月４日(日)に毎年恒例の「七福神めぐり」をいたしました。参加者は９名（男性５名、

女性４名）でした。JR 飯田橋駅から神楽坂を上り善国寺（毘沙門天）へ。それ以降は都営

新宿線を上手く利用して経王寺（大黒天）・法善寺（寿老人）・厳島神社（弁財天）・永福寺

（福禄寿）・鬼王神社（恵比寿神）・太宗寺（布袋尊）を巡りました。鬼王神社から太宗寺に

向かう途中の九州ラーメン屋さんでお昼休憩。足を休めてお腹を温めたところでラストスパ

ートでした。  

  太宗寺には「江戸六地蔵」のひとつである「銅像地蔵菩薩坐像」がありました。東京都指

定有形文化財となっており１７１２年９月に「江戸六地蔵」の三番目として甲州街道沿いに

造立されたものです。高さ２メートル６７セ

ンチの大きなお地蔵様のお向かいには珍しい

「塩かけ地蔵尊」がありそれぞれ記念撮影を

しました。 

 

 

 

 

 

Ｒ８年２月 小石川後楽園 

2 月 8 日(日)、如月とも呼ばれ衣を更に重ねるという時期に早春の花の一つ梅を堪能し

てきましたが、朝から吹雪が舞う中で東京では滅多に見られない雪梅と白銀の庭園を堪能し

てきました。参加者は 2 名です。  

小石川後楽園は都内に現存する大名庭園の中で最も古く江戸期を代表する曲型的な回遊式

庭園です。「海・山・川・田園」に見立てた起伏に富んだ景観の中に日本と中国の景勝地が

数多く展開する和漢の調和が美しい庭園です。特別史跡及び特別名勝として国の文化財に指

定されています。これからの季節は花と庭園の美しさを観賞出来ます。是非一度足を運んで

見ては！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｒ８年３月 林試の森公園と目黒不動尊 

 3 月 8 日(日)弥生の季節になり、さくらを観賞しに林試の森公園へ出かけてきました。

参加者は 8 名です。  

  この公園は明治 33 年 6 月に農商務省が「目黒試験苗圃」としてスタートしたのが始ま 

りで、平成元年 6 月に「都立林試の森公園」として生まれ変わり開園したそうです。  

この日は久々の晴天でしたが、公園が丘の上なので風が冷たく河津桜しか咲いてなく  

然も散り始めていたので早く切り上げて、近くの目黒不動尊に行きました。思ったより人 

が少なく広い境内をゆっくりと散策してお参りをしてきました。目黒不動尊は不動明王像 

が祀られており、熊本の木原不動尊、千葉の成田不動尊と並んで日本三大不動として数え 

られています。また、さつまいもの栽培を広めた「甘藷先生」こと蘭学者青木昆陽が当山 

の墓地に眠っています。公園から当山へ来たら風がなく暖かく動いていると汗が出てきて 

清々しい一日を過ごしました。                              （報告  ＹＹさん） 

 

 

 

 


